
講師 なし

感想
考察

◆活動全般について
・平成23年度～2年ホタルの幼虫を育てて、今年初めて、70匹ほどの人工孵化に成功した。
・ホタルの幼虫を育てるには、卵からかえった後の水や温度などの環境を整えてあげることと、
餌になるカワニナをいかに確保できるかであると思う。今回は、カワニナも一緒に育てた。
・参加者全員ホタルの幼虫を初めて見たという意見であった。
・せっかくの機会であったが、広報が少し遅かったことと、名張地区、名張小学校に限定したこと
が原因か参加者が少なかったのが残念である。
・ホタルの飼育状況や方法の説明をする際、1年間かけてホタルの飼育日記(観察記録)をすることは
"夏休みの自由研究"にも有効であるという内容の説明をした。参加者からの反応が良かった。
今後、卵がかえった後から飼育をしたいという意見もいただいた。

参加者 11名

活動内容

①ホタルの飼育状況説明　10:00～11:00

ホタルの幼虫とカワニナの飼育状況について、今までの失敗談や今年成功した観察記録や今後の
課題などを説明した。また、継続的に実施するために参加者にホタルの飼育協力依頼を行った。

②ホタル幼虫放流体験・アンケート　11:00～11:45

散策道を宇流冨志禰神社付近まで移動し、人工孵化したホタルの幼虫(70匹)とカワニナを、参加
者全員で名張川に放流した。

実施日 平成25年3月24日(日)　10:00～11:45

実施場所 名張市新町　旧細川邸やなせ宿

活動目的

名張川・町なかホタル再生に向けて、6月に開催した「ほたる鑑賞会」より飼育していた、カワニ
ナ・ホタルの飼育状況を説明し、今後の課題を話し合うことによって、地域連携の場としてこれから
も継続的に実施することにより、名張川の自然環境についてもう一度みんなで考え、水辺に親しむ機
会となることを目的とする。

活動No H24-②-2 実施河川レンジャー 廣岡河川レンジャー

活動名 名張川ホタル再生に向けて(ほたる幼虫放流体験)



参加者
意見

・ホタルの幼虫をはじめて見た。
・ホタルの幼虫がこんなに気持ち悪いと思わなかった。
・蛍が飛ぶ川になってほしいです。
・目に見えない人達の努力に感動した。
・昔、川で泳いでいたので孫が同じように泳げる川になってほしい。

活動状況

ホタルの幼虫飼育状況 カワニナ飼育状況

ホタルの幼虫観察状況 ホタルの幼虫観察状況

感想
考察

・今は、ホタルの幼虫を人工孵化で増やしているが、いずれは、自然のサイクルでホタルが増える
ようにも考えていかなければならない。それには、ホタルが幼虫となったとき、どのようにして
カワニナを確保できるか、自然の中で餌となるカワニナをどのように増やすかが今後の課題である。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)
・やなせ宿や参加者の意見より、来年もホタル鑑賞会やホタルの飼育を続けてほしいという意見や、
近くに住んでいる方が当日参加されて、昔の川の状況なども聞くことができたことなど、
地域連携の場として継続的に実施することにより、名張川の自然環境についてみんなで考え、水辺に
親しむきっかけとなったと思う。
・今後、地域連携・世代交流の場として、また川の情報発信の場として、やなせ宿を拠点に、
活動を継続していきたい。



ホタル幼虫放流状況 ホタル幼虫放流状況

活動状況

飼育について説明状況 飼育について説明状況

飼育について説明状況 飼育協力について依頼状況

飼育方法について確認状況 ホタル幼虫放流状況



広報チラシ等


